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論 文 の 内 容 の 要 旨

1984年に,カナダ国ブリティッシュフロンビア州にあるパルプエ場付近の,海洋魚類と

無脊椎動物でダイオキシンとフランが検出されたことから,エ場は漂白過程の改良と放水

処理の改善を進め,水環境の回復が計られた｡しかし,1992年渡り鳥であるミサゴの体内

に,付近のエ場排出物や環境水たは認められない,より塩素化したダイオキシンとフラン

の高い濃度が検出された｡当初,その原因はこの鳥の越冬地にあると見なされた｡本論文

は,本提出者がカナダ国環境庁に在職時,その原因がブリティッシュコロンビア州の環境

にある可能性を検証したものであるム

本論文は二葺からなり,第一章では,有機塩素化合物,金属および農薬の体内濃度を,

川魚を食べるミンクおよびカワウソで精査し,川魚を食べないテンおよぴクズリと比較検

討している｡第二章では野生イタチ類の保護方針に対する,新しい提言が主張されている｡

以下にその要約を述べる｡

第一章｢環境汚染物質と生理｣では,種々の環境汚染物質の濃度を1994-1996年のイタ

チ類の臓器毎に測定している｡有様塩素化合物について,ミンクの肝臓では農薬,PCBおよ

ぴダイオキシンとぅラン,すべてで低濃度であった｡カワウソの肝臓ではDDE,エンドサル

ファン,.ヘキサクロロベンゼン,オキシクロルダン等の農薬の高い値が言己録された｡また

PCB138,15.3,180も相対◆的に高い値を示した｡特に,OCDD(オクタクロロジベンゾダイオ

キシン)とH7CDD(ヘブタクロロジベンゾダイオキシン)およびコプラナーPCB169が高い
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値を示した｡テンの肝臓では,有機塩素化合物は認めえな申､った｡クズリの肝臓では,11

匹中4匹で微量DDE(0.070から0.098〟g/g)が検出された以外,有機塩素化合物は認め

られなかった･(検出感度0.002〟g/g)｡

●肝臓と腎虚内の重金属濃度は一般に低く,農場や野生のイタチ類で報告されている値

の範囲内であった｡四種の肝臓での平均鉛濃度は,精錬所周辺で捕らえられた一個体の乾

燥重量当たり7.2FLg/gを除き,0.18から0.79FLg/gの範囲であった｡カワウソ,クズリと

ミンクの肝臓内水銀の平均は乾鰻重量当たり1.8から4.6〝g/gであった:クズリで最も低

い濃度であった｡ミンク腎臓内水銀濃度の最大値は乾燥重量当たり6.68〟g/g(湿重量当た

り2.27〟g/g)であった｡ミンク,テンとクズリの肝臓内カドミウム平均濃度は皆乾燥重量

当たり7.0〟g/g未満で,三者間に有意な差はなかった｡

生殖輪管の異常が,数匹の雄ミンクと雄カワウソ.で認められた｡それらでは,隆義に落

ちきらない精巣,精巣または陰茎骨の欠如と未発達精巣が観察された｡雌の生殖輪管には,

何の異常も観察されなかった｡生殖系の全体的異常を持つ数個体ゐ若いミンクセ,PCB(ア

ルクロー1260)の濃度と陰茎骨の長さ及び重量との間に,負の相関があった｡

以上の結果から,①ミンクとカワウソはミサゴで観察されたものと同じ汚染物質の傾向

を示し,テンとクズリはその傾向を示さなかったので,高塩素ダイオキシンおよびフラン

の排出源はその地域の流域にあること,②生殖系および健康への広範囲の･影響を表わす陰

茎骨の短縮は,これらの河川流域でもっと多くのミンクが有機塩素系物質で汚染されてい

ること,③ミンクとカワウソおよびテンとクズリは,それぞれ水棲哺乳類および陸上哺乳

類を代表する環境汚染指標動物とし七適当であることが討論されている｡

第二章｢野生イタチ類保護への提言｣では,絶滅危倶動植物の保護の現状を精査し,輸

出禁止リストにあるカワウソと絶滅危機リストにあるクズリが捕獲されたり,環境汚染で

生息地を狭めている現状を述べ,野生動物保護に対して次のような新しい提言をしている｡

野生動物の保護プロセスの中に,①対象動物め分類学的位置を明らかにするニーと,②保護

の対象と未だなっていないが,絶滅が予想される動物を精査すること,③新種の発見が予

想されるグループを特定すること,及び④その保護戦略が,未知の動物を含むすべての動

物が保護されるような環境系の保掛こ基づいていること,が含まれるペきである｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文の公開学位論文発表会は,審査委貞全長を含む関連教官や学生の出席のもと,平

成14年12月19日,岐阜大学連合農学研究科棟において実施された｡提出された学位

論文の主な審査結果は以下の通りである｡

1992年カナダ国ブリティッシュコロンビア州に飛来するミサゴの体内に,付近の環境水

に鱒認められない,･より塩素化したダイオキシンとフランの高い濃度が検出された｡当初,

その原因はこの鳥の越冬堆にあると見なされたが,本論文の研究は,その原因がブリティ

ッシュフロンビア州の環境にある可能性を検証しようとして始められたものである｡

第一葦｢環境汚染物質と生理｣では,種々の環境汚染物質の濃度を1994-1996年のイタ

チ類の臓器毎に測定している｡①有機塩素化合物について,ミンクの肝臓では農薬,PCBお
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よびダイオキシンとフラン,すべてで低濃度であった｡カワウソの肝臓ではDDE,エンドサ

ルファン,ヘキサクロロベンゼン,オキシクロルダン等の農薬の高い値が記録された｡ま

たPCB138,153,180も相対的に高い値を示した｡特に,オクタクロロジベンゾダイオキシ

ンとヘブタクロロジベンゾダイオキシンおよぴコプラナーPCB169が高い値を示した｡対照

群である,テン及びクズリの肝臓では,有機塩素化合物は殆ど認められなかった0②肝臓

と腎臓内の重金属濃度は一般に低く,農場や野生のイタチ顆で報告されている値の範囲内

であった｡③生殖輸管の異常が,数匹の雄ミンクと雄カワウソで認められた｡雌の生殖輸

管には,何の異常も観察されなかった｡

以上の結果から,ミンクとカワウソはミサゴで観察さ.れたものと同じ汚染物質の傾向を

示し,テンとクズリはその傾向を示-さなかったので,高塩素ダイオキシンおよびフランの

排出源はその地域の流域にあることが明らかとされた｡

第二章｢野生イタチ類保護への提言｣では,野生動物の保護プロセスの中に,①対象動

物の分類学的位置を明らかにすること,(∋保護の対象と未だなっていないが,絶滅が予想

される動物を精査すること,③新種の発見が予想されるグループを特定すること,及び④

その保護戦略が,未知の動物を含むすべての動物が保護されるような環境系の保護に基づ

いていること,が含まれるべきである,と主張された｡

本論文は,この分野で要求される厳密な調査手法を良く駆使して,環境汚染の有無を決

定した一例を示している｡また長期にわたって,カナダ国職員として野生動物保護にたず

さわった経験をもとにした,本提出者の野生動物保護に対する提言は;広く世界の環境行

政および研究に影響を与え,例えば,すべての生物をリストアップするといった運動に結

実している｡

以上,論文内容を慎重に審議し.た結果,審査委鼻全点一致で,本論文が岐阜大学大学院

連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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